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医用工学概論

第９回
ディジタル回路、通信の基礎



ディジタル回路
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論理回路

0 （電圧がない状態）と 1 （電圧がある状態）
のみを扱う回路。

・論理素子を使って表現する

論理素子
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0と1だけを使って論理を扱う数学
論理回路の基礎
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論理素子
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パルス発振回路

パルス 波： ２つの離散状態を繰り返す周期波形

・ 弛張型 発振回路

電気的なスイッチングを利用してパルスを生成

・ 帰還型 発振回路

帰還回路の発信条件を利用してパルスを生成 8教科書 p. 88



弛張型発振回路

http://www.rlc.gr.jp/prototype/led/tenmetu/shichou/pika.htm 9

しちょう

コンデンサの充放電の時定数と、トランジスタの
スイッチングを利用
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マルチバイブレータ
帰還回路によって パルス を出力する回路

• 安定な状態
外部から入力がなければその状態にとどまる

• トリガ
安定状態を切り替える入力する（引き金=trigger）
種類

・双安定 マルチバイブレータ トリガで出力変化

・単安定 マルチバイブレータ 安定な状態が１つ

・無安定 マルチバイブレータ トリガなしでパルス出力
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無安定マルチバイブレータ

トリガなし でパルス（方形波）を出力する
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双安定マルチバイブレータ

トリガが入力されるたびに、出力状態が切り替わる。
フリップフロップ とも呼ばれる。

カウンターや記憶回路に利用される。
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AD・DA変換

AD 変換：アナログ信号をディジタル信号に変換

DA 変換：ディジタル信号をアナログ信号に変換

A to D

D to A
アナログ信号 ディジタル信号

16教科書 pp. 90 - 92



AD変換

標本化
(サンプリング)

量子化 符号化

サンプリング周期

000
001
010
011
100
101
110

100  101  100  010  001  010  100  101 
0
1
2
3
4
5
6

横軸（時間軸）を離散化 縦軸を離散化 二進数符号に変換

サンプリング定理
元のアナログ信号の最高周波数成分!"#$の２倍より高い周波数で標
本化すれば、元の信号を復元できる。

!% =
1
(%
> 2!+,-サンプリング周波数 17
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DA変換

復号化 補間
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通信の基礎
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アナログ信号の変調
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パルス式
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パルス式
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ディジタル信号の変調

入力信号（ディジタル信号）をアナログ信号として搬送する。
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練習問題１

! = 8sin(6)* + ,
-)で表されるアナログ信号波形

をAD変換する時、信号が復元可能であるための
条件を、サンプリング周波数/0を用いて表せ。
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練習問題1 解答
! = 8sin(6)* + ,

-)から
/ = 6) .

2)2 = /
2 = /

2) =
6)
2) = 3 Hz

サンプリング定理から
26 > 22
26 > 2×3
26 > 6 [Hz]
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練習問題２

次の真理値表を埋めよ

A
B

X

A B X

0 0

1 0

0 1

1 1

A
B

X

A B X

0 0

1 0

0 1

1 1 0
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練習問題２解答

次の真理値表を埋めよ

A
B

X

A B X

0 0 0

1 0 0

0 1 0

1 1 1

A
B

X

A B X

0 0 0

1 0 1

0 1 0

1 1 0
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練習問題３

パルス波を用いた信号変調方式の中で、パルスの幅
を変化させて信号を伝送する手法をなんと言うか
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練習問題３解答

パルス波を用いた信号変調方式の中で、パルスの幅
を変化させて信号を伝送する手法をなんと言うか。

A. PWM (Pulse Width Modulation)
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